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主題：深い学びに向けた授業・家庭学習の創造

副主題：「学びに向かう力」の育成を目指して

１ 研究の主旨

○「よりよい生活や人間関係をつくろうとする態度、自分を律する力」にお

ける「よりよい生活や人間関係をつくろうとする態度」とは、基本的生活

習慣の上に、友だちのよさや集団で学ぶよさに気付き、支持的風土を醸

成する態度のことである。「自分を律する力」とは、家庭学習について計

画的・継続的に取り組む自主的な態度のことである。なお、基本的生活

習慣とは、睡眠習慣やメディアコントロール、整理整頓、あいさつ、読書

習慣を指している。本校では、基本的生活習慣を「未来を切り拓く ５

つの習慣Ｍ」として、生徒会、学校保健委員会、２小・１中で連携を図り

ながら繰り返し指導することで意識化を図り習慣化を目指している。

○「自分を客観的に把握する力」とは、自分の学習活動を振り返り、自分

の到達点を計ったり、自身の成長や変容に気付いたりして、新たな自分

に気付く力である。

以上のような「学びに向かう力」を身に付けさせるために、本校では研

究主題と副主題を次のように設定し、研究の推進にあたっては、以下の３

つを基本方針とし取り組んできた。

現代の情報化社会の中、人工知能（ＡＩ）の発達からも明らかなように、生徒たちが活躍する近未来におい

ては、想像以上の変化が起きる社会の出現が現実的となった。

そのような変化の激しい社会においては、ただ単に、一方的に知識を教えるだけの教育を行っていても、期

待される資質・能力を育成することはできない。もちろん知識の習得は重要ではあるものの、これからの社会

においては、身の回りに生じる様々な問題に立ち向かい、その解決に向けて異なる多様な他者と協働して、そ

れぞれの状況に応じて最適な解決方法を探り出していく資質・能力が求められる。また、様々な知識や情報

を活用・発揮しながら自分の考えを形成したり、新しいアイディアを創造したりする資質・能力が求められる。

そのような資質・能力を本校では「学びに向かう力」と捉え、「学びに向かう力」を「主体的に学ぶ態度」・

「よりよい生活や人間関係をつくろうとする態度、自分を律する力」・「自分を客観的に把握する力」の三つの

視点から、以下のように整理した。

○「主体的に学ぶ態度」とは、「受動的な授業」から「能動的な授業」への授業改善により、課題に対し自分

の考えをもったり、自分の言葉で説明したりして思考を深める態度である。本校では、「長崎県授業改善メ

ソッド」に沿い「御厨中授業スタンダード」を作成し、めあての設定から、主体的・対話的な学びを経てまと

めにたどり着き、自己の学習を振り返ることを繰り返し、「主体的に学ぶ態度」を育成してきた。

【研究推進の基本方針】

○授業改善においては、「主体的・対話的で深い学び」の実現のために協働的な学習を仕組む。

○家庭学習においては、授業との関連を図り、自らを律し計画的に家庭学習に取り組む力を育て、授業と

家庭学習が往還する学習サイクルを確立する。

○学級経営においては、開発的生徒指導を基盤に、「学習規律の徹底」と「支持的風土の醸成」により、安

心して学べる集団・認め合える集団を育成する。



２ 研究構想図

〈社会的な背景〉
・子供たちを「学びの主体者」にしていくことの重要性。 ・読解力育成の必要性。
・「学びに向かう力」を育むことの重要性。 ・学校外での学習状況は、長崎県の喫緊の課題。

〈学校教育目標〉
志をもち、主体的・自律的に行動する
生徒の育成

〈重点目標〉
①確かな学力の向上(学び合い)
②豊かな人間関係の醸成(支え合い)
③健康でたくましい生徒の育成(鍛え合い)

〔目指す生徒像〕
『心豊かで活力に満ちた生徒』

○ 学び合い高め合う生徒
○ 思いやる心をもち、努力する生徒
○ 主体的に行動する生徒

生徒の実態（生活面）
○「学校に行くのが楽しい」と肯
定的な回答をする生徒が９7.
7％を超える。

○生徒会活動等に主体的に取
り組み、活発な意見の交流を
行う風土がある。

○学校外での学習時間が２時
間に満たない生徒は、81.8％
を占め、且つ通塾している割
合は5４.5%である。

○１日に本を１０分以上読まない
生徒が４０．９%を占める。

深い学びに向けた授業・家庭学習の創造
～「学びに向かう力」の育成を目指して～

【家庭学習研究部】

（1） 「自分で計画して取り組む調
整力」の育成

（2） 「授業との連動を図った効果
的な家庭学習」の在り方

（3） 言語環境の充実
（4） 生徒質問紙調査の分析

【学級経営研究部】

（1）「自治花活動」(開発的生徒
指導)の推進

（２）「５つの習慣M」の推進
（3） 学級集団作り(Q―Uテストの

活用)
（４） Niceカード活動の推進

生徒の実態（学力面）
○小学校低学年の漢字や基本
的な四則の計算が習得できて
いない低位層の生徒の割合
が高い。

○「文章に現れているものの見方や考
え方を捉え、自分の考えをもつ」こと
ができた生徒が１３．６％にとどまり、
無回答率は31.８%にのぼる。

○各教科の見方・考え方を働か
せて読み取るだけでなく、各教
科の知識と技能を根拠にして
説明する問題に課題がある。

「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を図りつつ、開発的
生徒指導を展開し、生徒の自主性と行動力を育てて自己肯定感を高め
ることで、「学びに向かう力」を育成することができるであろう。

研究主題

研究仮説

重
点
項
目

〔支持的風土の醸成〕 〔学力の向上〕 〔基本的生活習慣の確立〕

〔健康・安全指導の充実〕
スローガン
一人になれ
一人になるな

〔社会に開かれた学校づくり〕

〔人権・平和教育の推進〕 〔特別支援教育の推進〕 〔小中連携の推進〕

学びに向かう力

＜主体的に学ぶ態度＞
＜よりよい生活や人間関係をつくろうとする態度＞

〈自分を律する力〉
＜自分を客観的に把握する力＞

・学習の見通しをもつ。
・自分の考え（予測）をもつ。
・理由や根拠を明らかにする。
・自分のことばで説明する。
・新たな課題を発見する。など

・友だちのよさや集団で学ぶよさに気付く。
・落ち着いてじっくり考える。
・自他の考えを共有する。
・協働的に考える。
・話し合う。
・計画的・継続的に取り組む。 など

・自身の成長や変容に気付く。
・別の方法や新たな考えに気付く。
・考えをまとめるために全体で話し合
う。
・自分の到達点を計る。など

【授業研究部】

（1） 「主体的・対話的で深い学
び」に向けた授業の在り方

（2） 読解力の育成
（3） ICTの効果的な活用
（4） 家庭学習課題の在り方



３ 授業研究部

重点課題 「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指して、達成感を味わったり、新たな課題を発見

したりすることのできる協働的な学習を仕組むことを通して、実践意欲を高める。

「御中授業スタンダード」の展開段階に位置付けて

いる「思考活動」について、内容を整理して示した。

（研究成果集２ー１）ここで、思考を広げ深めることが

できるように「交流活動」を位置付けることで、自分の

考えを付加、修正し、再構築することができると考えた。

各教科の思考活動の具体を並べて示すことで、無意

識に存在する教科の壁を取り払い、教科横断的に授

業の在り方を理解できるよう全教員で研修を行った。

また、本校の課題である「自分の考えを書き表す

力」の育成のために、「書く活動」を意図的に仕組む

必要性を確認し、実践に励んでいる。さらに、単元を通

して生徒にどのような資質・能力を身に付けさせるの

かを明確にした単元指導計画のつくり方について研

修を行った（研究成果集２ー２）。

「長崎県授業改善メソッド」を踏まえ、授業者として押さ

えておきたい事項を示した、本校の授業のグランドデザイ

ンを「御中授業スタンダード」として示した。（研究成果集

１ー１・２）

教員によって授業スタイルが変わるのではなく、家庭学

習との連動を視野に入れた授業展開を全教員が仕組む

ことができるように授業改善を積み重ねている。

また、生徒も同様に授業のグランドデザインを共通理解

することができるように、授業スタンダードを配布して、各

学級で授業への臨み方を確認した。御中スタンダードの

徹底を図ることで、生徒が授業に見通しをもち、主体的に

取り組めるようにしている。

授業改善の手立て ① 【御中スタンダードで授業の流れを生徒と教師で共有】

授業改善の手立て ② 【思考活動の整理・自分の考えを書く活動を重視】

どんな

発問？

考えを整理

する手立て

Ａ　　Ａ　　　　　　Ａ　Ａ

　　　　Ａ　Ｂ

　　　　Ｃ　Ｄ

個 個

   思考活動例　【国語科】「おくのほそ道」

書

く

活

動

○学習内容を総合的に生かして考え

　る教材

○身近な対象などを工夫した学習課

　題　など

　○適切な加工をした資料

　○視点を協調した資料やモデル提

　　示、実験結果の記録、グラフ、

　　図、絵　など

　　　　　　　　　構造的な板書　　　　　　　　　　　　　ノート指導

思　考　活　動

頭の中を
ぐるぐる
回す時間

【基本のスタイル】思考させる工夫として、何を使って？どのようにして？考えの可視化・操作

　　　　　　　　　化の手だては？どんな発問をして？　の要素を設定する。

【目的】知識・技能を活用・発揮し、

　　　　より深い理解につなげるため。

【基本的な考え型】生徒が深い学びへと進んでいくための鍵となる活動。各教科等

　　　　　　　　　の専門的な特質（教科の「見方・考え方」）を生かして考える

　　　　　　　　　活動にする。

交

流

活

動

教　材　どのような教材で？ 資　料　どのような資料で？

何を

使って？

どのように

して？

考えを可視

化・操作化

する手立て

～と～を関連付けて、
～と～を比較して（～と～の共通点・相違点は・・・）、
～からわかること（規則性）を整理して、
～に着目して　　　　など

○ＩＣＴ機器　○思考ツール　○付箋　○ホワイトボード

○モデル　○KJ法　　　　　　　○学習プリント　　　　など

“考え始めるきっかけ”　例）「この２つに共通している工夫点は何だろう」

○自分の意見を広げ、深め、確かなものにするために
   段階的にグループ編成を構成

      交流活動

考えを広げ深める方法として　「交流活
動」
　他者の考えと比較し、検討することで自分の考

えを見直す。何のために交流させるのか、目的の

ある活動にする。

考えを表現する方法として　「書く活
動」
「『書く活動』ポイント９」のどのポイントを

使って書かせるかイメージする。

   交流のグループ例
○見方・考え方の広がりや深まりを生み出すためのグループ編成
   を工夫（ペアで、班で、全体で、異質・同室で・・・など

　　　　　　　　　閑かさ　しみ入る

Ｃ閑かさや岩にしみ入る蝉の声

芭蕉が「立石寺」で

完成させた俳句はＡ

～Ｃのどれでしょう

か。地の文を根拠に

して考えましょう。

３種の句を整理した資料（前時までの活動）と他

の文を比較して、芭蕉の句を詠み深める思考活動

　今の自分の考

　えを「書く」

　　　今の自分の考

　　　えを「書く」

　自分の考えを

　確かなものに

　するために
　

　同質の意見

　　 まずはペアで　　　　　次は班で　　

Ａ　Ｂ
Ｂ　　Ｂ　　　　　　Ｂ　Ｂ

多様な考え方

に気づかせる

ために
　

異質の意見

　　石　　　　　　　蝉の

　　　　　蝉の声　　　や

　　　　　さびしさ

○○　　　　　　しみ込

○○　　　　　　蝉のこゑ

　　　　　岩

Ａ山寺や岩にしみつく蝉の声　　Ｂさびしさや岩にしみ込蝉のこえ

〔めあて〕芭蕉が何度も俳句を作り直した理由を「立石寺」の章段に着
　　　　　目して考え、説明しよう。

　　　山寺

　しみつく　　　　　しみ ★単元を通して、より主体的に学習に向かわせるポイント
　単元全体を大きく分けると、「導入－展開－終末」の構成となり、１単
位時間の授業のような大まかな構成で考えることができます。導入段階
で、１にも挙げたような課題を提示し、この課題解決のために、疑問を挙
げて出されたものをもとに単元の授業を進めたり、この問題解決のために
学習を進め、授業の節目で課題を見返したりするなどして学習の意義付け
をするとよい。

４思考活動に重点をおいた授業を位置付ける。

○単元全体を見通して、思考活動に重点をお

　いた授業を位置付ける。

○単元内に数回位置付けることが望ましい。

思考活動に重点をおいた授業
右の例では3 /1 2 時間が思考活動に重点をおいた授業

になっています。

    単元の導入にあたる１時間目

　は単元全体で学ぶ意味をもた

　せ、「取り組んでみたい」

　「これを解決するぞ」と思え

　るよう課題設定や問題提起、事

　物、現象に疑問をもたせる工夫

　をする。

★それぞれの時間のつながりを考え

　て単元構成を考える。

　　「今日は、次の導入で○○から

　　始めたいから、△△の視点で振

　　り返りを書かせよう。」

　　「問いを投げかけて本時を終わ

　　らせよう。」などの工夫

※もちろん、毎時、思考活動は短時間でもあることが望ましいですが、ここで
　は、本時で思考活動に重点をおいた授業を指しています。

⇒授業の導入は、生徒の学習意欲を喚起する内容になるように、問題（課題）
　提示の導入、前時の振り返りからの生徒の声を生かした導入など、導入で
　生徒のもつ疑問、驚き、意欲を生かしためあてづくりにつなげる。

単元の導入は、終末に

チャレンジさせようと

思っている問いを提示

してみよう。

３どの場面でどのような力を習得させるか考える。
（１）生徒の思考の流れを考え、どんな流れで学習内容を習得させるto良いか

　　を考え配置する。

生徒が、主体的に学習に向き合うきっかけ
になります。「単元で勝負する」授業づくり
を目指すことが大切。

（２）授業の流れとともに、１単位時間ごとの「本時の導入－前時の振り返り」

　　の関連も考えて、授業内容を決める。

（１）１で考えた問題を解けるようになるためには、どんな力が必要か考える。

（２）（１）以外にも、この単元で身に付けさせたい力を「知識・技能」、「思考・

　　判断・表現」のそれぞれについてあげる。

単元づくり　　～単元指導計画のつくり方～
１目指す生徒の姿（ゴール像）を明確にする。
（１）学習指導要領をよく読み、本単元でねらいとする内容を確認する。

（２）単元の学習を終えたときに、どんな問題が解けるようになっている

　　　といいか、どんな力を付けた姿になってほしいか、具体的に思い浮

　　　かべる。
【参考】県立高校入試問題、全国学力・学習状況調査問題、長崎県学力調査
　　　　問題、ｅライブラリの問題など

　　例：国語科２年
「君は最後の晩餐を知ってい
るか」・・・単元の終末に「君
は○○を知っているか」という
            タイトルで調べたこと
            を論理的に説明しよ
            う。
　　　　⇒「単元を貫く課題」

【どんな力が必要か・・・】

　一次関数の意味、グラフの意味、

　グラフから式（式からグラフ）を

　求める、交点を求める、グラフの

　特徴を知る、グラフからわかるこ

　とを根拠に説明する。

　「知識・技能」「思考・判断・

　表現」「主体的に学習に向かう

　態度」それぞれにあたる。

　例：数学科「一次関数」

ねらい）一次関数を用いて具体的な

事象を考え、考察し表現すること。

こんな課題が解ける

といいな

⇒これらの問題を見ると、今、身に付けるべき力はどんな力か具体的に考え
　ることができる。

本校研究主題
達成にあたって

教科で目指す主題の姿をはかる問題を設定
し定期考査で出題することで、本校の研究
主題にどれくらい到達したかをはかりま
す。
⇒　評価問題・・・単元の学習前に設定

２単元を通してどんな力が必要かを考える。

⇒１で考えた問題を解くために必要な力は、本単元で身に付けさせたい
　力だけでなく、既習内容について挙げてもよい。

授業改善の手立て ④ 【活発な授業研究】
授業研究を行う際、生徒の

姿を主眼として、視点を定め

て授業を見ることができるよう

に、授業参観シートを活用し

ている（研究成果集４ー１・２）。

経験年数や教科のバラン

スを踏まえて班編成を行い、

より多角的な意見が出るよう

に配慮している。身に付けさ

せたい資質・能力を明確にし、

生徒の姿を通して授業につい

て語り合うことは、各自の授業

授業改善の手立て ③ 【生徒の声を活用】
生徒にめあてとまとめが

届いているか、思考活動が

効果的に行われているか、

家庭学習で授業内容をより

広げたり、深めたりできるよ

うな働き掛けを行うことがで

きているかなど、御中スタン

ダードが共通実践できてい

るかを把握するため、授業

アンケートを活用している

（研究成果集３ー１・２）。教

師用・生徒用を作成し、生

〈生徒用〉 〈教師用〉

徒の声を生かした授業改善を行っている。 改善の一助となっている。



４ 家庭学習研究部

重点課題 授業との関連を図り、自らを律し計画的に自主学習に取り組む調整力を育てるとともに、

学習内容の理解を深めるための効果的な学習方法（書く学習、デジタルドリル、読書など）

を研究し、授業と家庭学習の学習サイクルを確立する。

自分の学習に対する意欲や学習方法を振り

返って調整し、効果的に学習を進めていくために、

家庭と協働できるように「がんばりカード」を作成

した（研究成果集５ー１・３）。その日行う家庭学習

の計画を生徒自身が立て、翌日の朝の会の時間

までに自己評価を行う。１カ月ごとに自身の取組を

振り返り、保護者からのコメントを書いてもらうこと

によって、家庭学習の習慣化を目指している。

テスト２週間前には、全校統一した学活の時間

を設定し、テスト勉強計画を立てさせ、実施に向け

て支援・指導している。

家庭からのコメントが続くことで、早期に習慣化

できた生徒も見られることから、家庭との連携が生

徒の家庭学習の習慣化を図る上で大きなウエ

この研究以前の家庭学習は、自主学習ノートに１ページ

取り組み、担任がチェックするというものだった。自ら課題を

発見することができずに簡単な単語練習を行うだけで終わ

らせる生徒が大半であったことに加え、担任教師の専門性

によって取組の充実度が変わってしまっていたことが課題で

あった。

全国学力・学習状況調査の生徒質問紙調査や県や市の

学力テスト結果分析などを踏まえ、本校の生徒たちにとって

今必要な家庭学習とは何かについて、全教員で何度も話合

家庭学習と授業との連動への手立て① 【家庭学習の方法を全校で統一】

家庭学習と授業との連動への手立て② 【がんばりカードによる自己調整能力の育成】

家庭学習と授業との連動への手立て③ 【エクセレントノートの提示】

いを重ねた。

その中で、平日はその日にあった５教科の中から３教科以上を生徒自身が選択して「復習ノート」に取り組むこととした。ま

た、その点検は教科担当が行い、必ず評価(S・A・B・C)を行うこととした。

復習ノートに取り組むことは、生徒・教師両方にとって大変効果的であったと考える。生徒が授業の復習をその日のうちに

確実に行い、さらに自分なりにポイントを整理し、教科担当へ授業中にできなかった質問等をすることに直結した。教員にとっ

ては、授業内容の定着度合いを測ることや板書計画の練り直しができた。また、確実な授業改善につながった。

①において提出された各教科の復習ノートの中で、S評価である
「エクセレントノート」を提示し、内容の充実と向上を目指している。S
評価とA評価の違いについて、他の生徒の参考となるポイントを示すこ
とで、家庭学習の質の向上を図っている。
提示時期としては、学習時間が短くなる傾向になる定期テスト後に

設定し、学習習慣の定着を図るために、学習の目標をもたせて学習時
間を維持させている。この取組は、学習委員会の取組として行い、上
位層の意欲喚起につながっている。

イトを占めることが明確となった。これからも家庭学習の習慣化と自己調整能力の育成を目指し、続けていきたい。



家庭学習と授業との連動への手立て⑤ 【提出物チェックシートのIT化】

「主体的に学ぶ態度」を育成するためには、学習の基盤となる言語能力の育

成を図る必要性がある。本校の大きな課題として、読書を全くしないと答える生

徒が令和３年度では、３６．４％であったことが挙げられる。家庭での本の保有書

数も非常に少なく、新聞を読まない生徒は、８１．８％を占める実態であった。そ

のような状況を打破しようと図書館担当教諭や支援員が図書室に足を運ぶよ

うに多くの取組を行ってきたが、効果はなかなか現れなかった。

そのため、本との距離を物理的にも心理的にも縮めるために、各教室に学級

文庫を本年度から設置した。市立図書館の団体貸し出しも活用し、生徒に読ん

でほしい本を身近に置いた。この取組によって、休み時間等に生徒が本を手に

取り、読む姿を見られるようになった。

これまで学力向上を目指して、朝学習の時間をドリルの時間や視写トレ等に

当ててきた。しかし、学力向上には寄与しない実態があった。朝読書を導入した

ことにより、生徒の読書活動推進になるとともに、落ち着いた学校生活のスター

トを切ることができている。

今後は、家庭における読書活動の推進を図るとともに、多くの文章に触れるこ

とで情報を正確に読み取ることができるような手立てを行っていきたい。

国語・英語・数学の３教科の復習ノートの提出が８割台で安定し、家庭学

習が生徒の「習慣」として定着してきた頃、９教科で実施する定期テストに

向けて、どのように家庭学習に取り組むのかが課題となった。

教科担当が評価できるように「定期テスト用家庭学習ノート」を全教科分

作成し、提出状況や活用の実態を検証しようと提案した。３年間見通した教

科経営の視点が必要なことから、導入には賛否両論あった。しかし、活用後

の検証から、プリント学習では積み上がらない知識・技能を伸ばす手立てと

しては非常に有効であると考える。

生徒の資質・能力の育成を目指した取組の重要性をこれからも共有しな

がら教育活動を続けていきたい。

家庭学習と授業との連動への手立て④ 【定期テスト用ノートの活用】

家庭学習と授業との連動への手立て ⑥ 【学級文庫の設置と朝読書の実施】

これまでは、復習ノートの提出者を名

簿でチェックし、提出の有無を確認して

いたが、集計等が煩雑になることから、

提出物チェックシートのIT化を図った。そ

の日の家庭学習や生活ノート等の提出

状況を表計算ソフトウェアの提出物

チェックシートに直接入力することで、全

質問事項
年
度

全くしない

学校の授業時間以外に普段、1日当
たりどれくらいの時間、読書をします
か

４ 42.5

5 24.5

質問事項
年
度

肯定的
意見

否定的
意見

読書は好きですか ４ ５５．０ ４５．０

5 ６３．２ ３４．８

教員が瞬時に把握することができるようになった。担任だけが生徒の提出状

況を把握しているという従来の状況ではなく、どこでもだれでも提出状況が

把握できるため、生徒の提出状況を踏まえた指導・支援ができている。



５ 学級経営研究部

重点課題 開発的生徒指導を基盤に「学習規律の徹底」と「支持的風土の醸成」により安心して学

べる集団・認め合える集団をつくる。

学校生活を向上させようとする意識を高めるため、ナイス

カード活動を学期に１回実施している。 （研究成果集７ー２）

２年目となる本年度は、新入生が学校生活に慣れた５月下

旬に１回目を実施した。この活動は、学校生活上望ましい行動

をナイスカードの項目によって再確認し、これまでの自分や学

級を見つめ直す機会としている。生徒が主体的に活動できる

ように、必要に応じて生徒会執行部や専門委員長が項目を見

直しながら実施している。ナイスカードマウンテンとして、各クラ

スのカードの枚数と、振り返りを掲示することで、意欲喚起を

行っている。

自治花活動とは、始業式や行事などの企画、運営、司会等

全ての生徒に出番を設定し、役割を果たすことで承認されると

いう段階を踏んでいく中で、自己有用感を高めることができる

ようにする開発的生徒指導である。 （研究成果集６ー１）

平成２８年度まで、本校は不登校生徒が多く、自己肯定感

が低い傾向にあった。それを改善させていこうと佐賀市立金泉

中学校の生徒指導を参考にして、この活動を始めた。生徒が

自分たちに関することを自らの責任において行う自治的な集

団へと成長することに資する活動であるため、教員のバック

アップが重要である。この活動を経験し、自信を付けた生徒た

ちは、学年が上がるにつれ、学校行事の中で自分がどの場面

でどのように学校に貢献するか、前年度よりもハードルの高い

「役割」を果たそうと一層主体的に取り組むようになる。生徒

会活動とは異なる部分をもち、全ての生徒が主役になること

ができる取組である。

本年度は【究極の自治花】と銘打ち、生徒がPDCAサイク

ルを意識して主体的に自治花活動に取り組み、表計算ソフト

ウェアを活用して、次年度への引継ぎも行っている。学期の終

わりには、「自治花振り返り会」を実施し、互いの活動を承認し、

よりよい活動にしていこうとブラッシュアップしている。

支持的風土の醸成への手立て① 【自治花活動の活性化】

支持的風土の醸成への手立て ② 【ナイスカード活動の推進】

支持的風土の醸成への手立て ③ 【QーUの活用】
長崎大学 内野成美教授に御指導いただき、Q-Uテス

トによる学級の実態把握と改善策の検討を行い、学年職

員間で情報を共有し、指導改善につなげている。学校生

活満足群や不満足群を把握することで、今年度の学級経

営の成果や課題を分析・共有し、ＳＣによる要支援群に対

するカウンセリングの実施等、学校全体を挙げて支援して

いく体制を整えている。

【単位％】（令和４年度）

項　　目 チェック

８：００　３分前着席完了

全員やり取り帳提出

全員課題（自学）・がんばりカード提出

静かに朝読書

朝・帰 名札着用・名札返却

授業 全授業　3分前着席　2分前学習

給食 給食当番、１２：５５までに返却

掃除 掃除の時間厳守、無言清掃

帰り 机の中の整理整頓

その他
本の貸し出し冊数
1週間でクラスで1人1冊：１枚　1人2冊：２枚

Niceカード活動　　５／２２（月）　　　年　　組

朝

できた・・・ ○　できなかった、実施していない・・・ ×　



６ 成果と課題

令和３～５年度の全国学力・学習状況調査の質問紙調査における調査結果を比較すると、三つ全ての項目で向上が見ら

れた。授業に主体的に取り組んでいるという意識や、自らの意志で家庭学習に取り組んでいるという実感が高まったことが分

かる。このことより、本研究の様々な手立てが、生徒の学びに向かう力の伸長につながってきていると考えられる。

①平日の学習時間が２時間以上 ②自分で計画を立てて勉強 ③授業で自分で考え、取り組む

生徒の変容 ① 【学びに向かう力の伸長】

生徒の変容 ③ 【知識・技能の定着に寄与】

成果と課題

①・②より、国語科において低位層が中位

層に移行し、数学科において知識・技能の正

答率に高まりが見られた。

本研究において実施した家庭学習の進め

方は、中程度から低位層の生徒にとって、授

業の復習をその日に行うという家庭学習の方

法が明確になり、知識・技能の確実な定着に

寄与したと考えられる。

成果 課題

〇効果的な家庭学習について、全教員で内容定着に向
けての指導方法を共通理解し、実践することできた。
〇８割の生徒に復習ノートの習慣化が図られ、計画的・継
続的な学習習慣が身に付きつつある。
〇「御中授業スタンダード」に沿い、多くの場面で協働的
な学習を展開したことで、課題に対し自分の考えをもっ
たり、他者の意見を聞き入れたりする態度が育ち、自分
の言葉で説明する力を高めることにつながった。
〇自治花活動（開発的生徒指導）の継続により、生徒の
自主性が育つとともに、支持的風土が醸成され、学校
全体の活性化につながった。

△復習ノートの取組が安定しない２割の生徒に対し、学習
意欲の向上を図る手立てが必要である。家庭と連携し
て、学習習慣を身に付けることができるようにしていくこ
とが重要である。
△一つ一つの授業の学習課題（めあて）が、「学習内容と
活動とを密接に関連させているものになっているか」
「自身の成長や到達点を自覚できる振り返りがなされ
てしているか」検証していく必要がある。
△自治花活動が形骸化したり、学級集団の落ち着きがな
くなったりする場面があったことから、育成を目指す生徒
の姿をより明確にして共有することが重要である。

①国語科 (正答率の分布) ②数学科 県平均

生徒の変容 ② 【開発的生徒指導と授業改善の効果】

①～③の結果より、主体的で自主的な意識の向上

が図られたと捉えている。本校の開発的生徒指導の

成果であると考えられる。

また、④・⑤の結果より、授業改善の効果が表れて

いると考えている。今後も協働的に考える場面を設定

し、生徒主体の授業を展開していきたい。

①自分にはよいところがある ②将来の夢や目標をもっている ③話合いを生かして努力すべきことを決定

④国語の授業内容が分かる ⑤英語の授業内容が分かる

当てはまる

どちらかといえば
当てはまる

どちらかといえば
当てはまらない

当てはまらない

(令和３～５年度全国学力・学習状況調査 生徒質問紙調査）

(令和４・５年度県学力調査）

(令和５年度全国学力・学習状況調査 生徒質問紙調査）
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